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1.教 育成果の概要

近畿大学グローバルCOE『 クロマグロ等の養殖

科学の国際教育研究拠点』では,DC学 生,PD

研究員の教育 ・研究を最重点に置き,様 々なプロ

グラムをこの2年 間で実施してきた。21世 紀COE

プログラム『クロマグロ等の魚類養殖産業支援型

研究拠点』から引き続き実施 しているプログラムを

含め,ここにこの2年 間の活動を整理 ・点検し,今

後の教育プログラムを充実させていくための改善

点を探ることを目的として,中 間報告書を作成し

た。

本拠点の教育 目標は,世 界 中の養殖現場で行

われている天然稚魚に依存する資源枯渇型の養

殖を,完 全養殖技術により資源再生型の養殖に

切り替えるための技術開発を実施し,それを世界

の養殖業に普及,伝 播させる能 力を持つ若手研

究者の育成にある。そのため,DC学 生の教育も

実験室に閉じ籠もることなく,高いコミュニケーショ

ン能力を培い,多 くの外国研 究者からのアドバイ

ス受け,また世界の養殖研 究現場で実際に共同

研究を実施する中で研究技術者を醸成 していくこ

とを主眼とする。

具体的なプログラムとして,英 語の会話力,作 文

力を養うための英会話 ・科学英語教育教室の開

講,DC学 生の一人ひとりに海外の著名研究者を

アドバイザーとして選定し,個別指導を受 ける海

外アドバイザー制度,自 身の学位論文の内容を

英語により発表して評価を受けるGCOE公 聴会

制度,1か 月以上相手国に滞在して国際共同研

究を実施させる短期留学制度,学 位取得後1年

間はPDと して雇用し,世 界の養殖研究現場に派

遣するインターンシップ制度等 々,い ずれも世界

の養殖産業,養 殖研究機 関に通用する即戦力型

研究 ・技術者を滴養するためのプログラムを実施

している。

また,DC学 生,PD研 究者が 自己の発想で研

究を企画し,研究マネージメントにも精通させるこ

とを目的として「若 手研 究者 自発的研 究活動支援

研究助成」制度を設け,そ れへの応募を義務づけ

ている。応募された研究課題に対しては,「若手

研究者研究助成委員会(委 員長:村 田修教授)」

において厳 正に審査を行い,平 成20年 度,21年

度の両年で計18課 題を採択した。

若手研究者の研究意欲を高めるとともにプレゼ

ンテーション能 力を育成するため,研 究発表・討

論の場を数多く設 けていることも本拠点の特色と

言える。頻繁 に開催されるGCOEセ ミナー,若 手

研究者の英語による口頭発表の体験を目的とし

て毎年開催するマレーシア国際シンポジウム,並

びに国際学会での発表を推奨する国際学会発表

奨励制度,さ らに若手研究者がすべて発案,主

催するアウトリーチ活動であるサイエンス・カフェ

等,多 彩なプログラムを展開している。

本拠点に集うDC学 生が勉学と研究に集 中でき

るよう,種々の経済的な支援制度も設けている。ま

ず,グ ローバルCOE予 算により,DC学 生を指導

教員のリサーチアシスタントとして雇用するRA制

度がある。これにより2年間で延べ12名 の学生を

雇用した。次に近畿大学予算によりDC学 生の学

費を全額免除する「COE大 学院学費免除制度」

があり,2年 間で延べ19名 がこの制度の適用を受

けた。またDC学 生の中で特 に優秀な学生に対し

てはグローバルCOE独 自の奨学金を与える「CO

E大 学院奨学金制度」があり,2年 間で4名 がこの

奨学金の支給を受けた。これらはいずれも事業担
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当者である指導教員の推薦と本人の研究計画書,

業績リスト等からなる申請 書を提出し,COE学 生

支援委員会(委 員長:熊 井英水リーダー)による厳

正な審査の元に選定を行っている。また,DC学

生の予備軍であるMC学 生についても,25名/

年の枠で学費を半額免除する制度を設け,大 学

院学生を経済的にサポートする体制を整えてい

る。

本拠点では広く世界にDC入 学生やPD雇 用の

門戸を拡げ,彼 らが当拠点での魚類養殖 に関す

る高度な研 究の 一翼を担えるよう,努力を続けて

いる。留学生の届住 ・生活環境の整備についても

留意し,農学研究科(奈 良市)に在籍二する留学生

のために国際交流センター(施 設名:ドルミール)

を設置し,安価で快適な宿泊施設を提供している。

また,和 歌山県に点在する水産研究所の各実験

場には,同 様の宿泊施設として近畿大学セミナー

ハウスがあり,留学生はこのセミナーハウスに居住

して勉学に励んでいる。

以一L,本拠点の教育プログラムについて概括し

たが,各 プログラムの詳細については次項に詳述

する。
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2.若 手研究者教 育プログラム

(1)教 育 活動

グローバルCOEプ ログラム「クロマグロ等の養

殖科学の国際教育研究拠点」では,博 士後期課

程大学院生を中心とした若手の人材育成 に力を

入れている。その最終 目標は,天 然稚魚 に依存

する資源枯渇型の養殖を,完 全養殖技術により

資源再生型に切り替え,そ れを世界の養殖業に

普及,伝 搬 させる能力を持つ若手研究者を育成n

することである。この 目標達成のために,具 体的

に取り組んできた制度として,インターンシップ制

度 ・短期留学制度,DC中 間報告会,海 外アドバ

イザー制度,GCOE公 聴会制度,海 外アドバイザ

ーによる特別講義,若 手研 究者によるサイエンス・

カフェ(魚ラボ・カフェ)活動などがある。

①インターンシップ制度

GCOEプ ログラムでは,本 拠点で博i:の 学位 を

取得した研究者を博士研究員(PD)と して本拠点

で雇用し,国 内外の養殖研究現場で実地研修を

行うインターンシップ制度(インターンシップPD)

を設 けている。このインターンシップ期間を通して,

世界の養殖現場に即応 可能な能力を養い,キ ャリ

アパス形成に役立てるものである。本拠点では,

インターンシップPDが 養殖現場において実地研

修を遂行し,最 大の研修効果を期待するために,

研修場所への往復旅費とDC教 育プログラム委員

会が認めた場合に限って,現 地での居住費の支

給等の経済的支援を行っている。

本拠点で博士の学位を取得後,これまで4名 の

インターンシップPDが 本制度を利用して養殖研

究現場で実地研修を行った。研修 内容を以下に

報告する。

金 良沫博 士研 究員は,2009年7月1日 ～9

月25日 の期間に和歌山県水産試験場で世界に

通用する研究者を目指して,種 苗生産および養

成技術の習得と,生産現場で生じている問題解

決の手法を体得することを目的として実地研修を

行った。実地研修を行った和歌山県水産試験場

では,難 養殖魚種であるクエ・ハタ類の種 苗生産

や,有用 海藻類の増養殖および磯焼け対策,藻

類と魚類の複合養殖に関する国内トップレヴェル

の研究を行っている。また,当 該施設が面する和

歌山県串本湾内で発生する,魚病とその対処法

についても研修を行った。研修対象魚種のクエの

種苗生産過程には,飼 育管理,共 喰い,細 菌性

およびウイルス性の疾病および寄生虫の発生な

ど,飼 育魚が弊死に至る様々な問題が発生する。

当該機 関の研 究員と共に未解決の問題 に即応し

なけれ ばならない 日の連続であったが,養 殖研究

現場における問題に対して即応力を習得すること

ができた。研修後は,養 殖現場を理解できる研究

者として問題把握からその解決を,独 自に行うこと

の自信を持ち,自 立した研究者として国内外の養

殖科学分野でさらなる活躍が期待できる。

久保俊彦博士研究員は,2009年8.月1日 ～

2010年1月31日 の6ヶ 月間,独 立行政法人水

産総合研究センター西海 区水産研究所石垣支所,

八重山栽培技術開発センターで,ス ジアラの種菌

生産技術の習得および初期減耗防止に関する研

究に参加して,実 地の技術研修を行った。近年世

界的にクロマグロ等の高級魚の養殖が盛んになっ

てきたが,種 苗生産期 に共通して起こる大量驚死

については未だ解決されていない。研修対象魚
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種であるスジアラ等のクエ・ハタ類は,艀 化直後は

体が非常に小さく,従来川いている仔魚の餌料で

あるワムシよりもさらに小さなワムシでないと摂餌

することが難しい。特に,スジアラはその傾向が顕

著であり,種苗生産が最も困難な魚種である。研

修修r後 には,ス ジアラの種苗生産技術を習得

すると共に,初 期減耗防止に関する貴重な研究

成果を得た。ハタ類の増養殖は世界 中で盛んで

あり,養殖現場を理解し即応 力を持った研 究者を

欲する機 関は数多く,キャリアアップに繋がること

が期待できる。

田村優美 子博+研 究員は,2009年ll月12日

～2010年2 .月17日 の期間に,中 華民国台湾国

立台湾海洋大学生命科学学部水産学科にて実

地研修を行った。研修先の台湾では,クエ・ハタ

類の他,マ グロ属のキハダ養殖が盛んに行われ

ている。専門分野はバイオメカニクス的アプロー

チで,クロマグロの遊泳能力の解明iに取り組んで

おり,成長に伴って変化する遊泳能力の変化と形

態の力学的機能性について研 究している。養殖

現場でクエ・ハタ類やキハダ等の養殖魚の遊泳行

動を知ることは,最 適な養殖環境の提案にもつな

がる。当該機 関は,養 殖現場である水産養殖実

験センターを有し,生産現場から養殖魚の成長と

その遊泳能 力の発達 について調査を行っている。

研修後は,生 産現場の現状や問題点を「養成環

境と行動 という視点から捉えて再検討し,自 身の

研究分野を深化 ・発展させている。また,研 修期

間中,台 湾での養殖の現況を把握し,生産現場

職員や研 究者等とも積極的に交流を図っており,

キャリアップに繋がることが期待できる。

Bisw句itKumarBiswas博 士研究員は,2009年

ll月15日 ～2010年1月15日 の2ケ 月間,オ ー

ストラリアCleanSeasTuna社 および南オーストラリ

ア政府研 究開発センター(SARDI)に おいて,ミナ

ミマグロの種苗生産技術の習得および研 究開発

を行うために,実 地研修を行った。ミナミマグロは

クロマグロについで市場価値が高く,オーストラリ

アで盛んに養殖されている。当地での養殖は若

魚を漁獲して育てる蓄養のスタイルである。需要

の高まりから乱獲により天然資源が急激に減少し,

本種の人工種苗生産技術および完全養殖技術

の研 究開発が望まれている。当該機 関は,陸 上

親魚水槽を有し,世 界で初めてミナミマグロの産

卵および仔魚飼育に成功 した。しかし,初期減耗

率が著しく高く,未だ人工種苗量産技術は確立し

ていない。本インターンシップPDは,CleanSeas

Tuna社 の種苗生産施設においてミナミマグロ親

魚の管理養成技術および水槽飼育方法にっいて

研修を行い,SARDIで は,ミナミマグロの養成 方

法における技術および研究開発を行った。今後,

クロマグロおよびミナミマグロ両方の種苗生産およ

び養成における問題点を把握 した,即 応力を持っ

た自立した研究者として活躍することが期待され

る。

本拠点で博士の学位を取得したGCOE大 学院

生は,本 インターンシップ制度を利川することによ

って,問 題把握力および解決への即応 力を生産

現場で実践しながら養うことができる。養殖科学は,

養殖対象魚の生物学だけではなく,環境や流通

まで含めた学際的な複合科学である。本拠点は,

養殖現場での問題点を頭だけでなく月几で理解し,

問題解決のための即応力を備 える自立した研究

者を育成することが目的であり,このインターンシ

ップ制度 は,本 拠点での人材育成の中で重要な

位置を占めており,教育効果は非常に高いものと

評価している。上述した4名 のインターンシップ

PDは,養 殖現場を理解し,即応 力を持った自立

8一



した研究者として着実に成長しており,今後国内

外の養殖科学の分野において活躍することが期

待できる。

②短期留学制度

本教育研究拠点では,短 期留学制度により,本

拠点のDC人 学院生およびPDが,短 期間外部の

研究機関に滞在して研究活動を行うことをサポー

トしている。限られた期間内で外部の研究機 関に

おいて研究成果を得るには,優 れた研究計画お

よび研究準備 ・実施体制が必要である。本制度を

利用し外部の研究機 関で研究を実施することは,

若手研 究者の研 究を深化させるだけにとどまらず,

研究立案 ・実施能力を養うこと,研究者ネットワー

クの構築に貢献できるものである。これまで,1名

のPDが 短期留学を行った。

松本太朗 博士研究員は,平 成21年1.月20

日～3月28日 の期間,カ ナダ・クイーンズ大学に

おいて魚類の視覚機能調査のための実験手法の

習得を行った。習得した技術は顕微分光測光法

(MSP),分 子生物学的手法(RT-PCR,insitu

hybridization),視神経電位測定である。これらの

実験技術によってクロマグロの視覚特性を解 明し,

クロマグロの視覚特性を考慮した飼育技術開発に

現在も取り組んでいる。なお,平 成21年 度は,プ

ログラム内に希望者がいなかったため,実 施して

いない。

③DC中 間報告会

本教育研 究拠点では複数指導教員による集団

指導体制を重視している。従来の博+後 期課程

では指導教授と大学院生の1対1と いった,閉 鎖

性の高い徒弟制度が中心であった。この師弟関

係を重視した指導は,そ れなりに効果が期待でき

るため,そ れを全面的 に否定するものではないが,

様 々な学問分野が有機 的に関連する養殖科学と

いった複合科学では,各 大学院生の研究の進捗

状況を常にオープンにすることや,様 々な研究分

野の教員が忌悼の無い意見を述べる機会を持つ

ことが,大 学院学生の研 究の推進力を強化し,視

野を広げることにつながる。そのような観点から,

博士後期課程1年 次より,中間発表会を開催する

ことにした。

平成21年12.月10日 に博士後期課程(DC)1

年および2年 の全大学院学生(社 会人DCお よび

マレーシアの近畿大学・サバ大学養殖研 究開発

センターで実験中の学生1名 を除く)を対象として

中間報告会を実施した。また,仕 会人DCに つい

てはGCOEセ ミナーでの発表を中間報告とした。

対象となる学生は,DC2年 が1名,DCI年 が9名

(うち留学生7名),社 会人DCI年 が4名 である。

DC中 間報告会では15分 間の発表および15分

間の質疑応答を設定したが,参 加者から活発に

質問やコメントが寄せられた。DC大 学院学生に

は,各 自の発表に対して寄せられた質問・コメント

を整理 し,それに対するリフレクション・レポートの

提出を義務付けた。また報告内容のレベルに個

人差がみられたことから,DC教 育プログラム委員

会で報告内容を,達 成度(60点)・ 計画性(30

点)・プレゼンテーション能力(10点)と いう観点か

ら100点 満点 で採点し,点 数が低かった学生には

三ヶ月後に再度報告させることとした。

次回の全DC大 学院学生による中間報告会は,

約半年後の平成22年7月 末頃に開催する予定

である。今後も少なくとも半年に1回 の割合で全

DC大 学院学生による中間報告会を継続的に開

催 し,後述のGCOE公 聴会へとっなげる。
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④海外アドバイザー制度

本教育研 究拠点では,幅 広い知識と高い研究

能力を兼ね備えた研究者を育成するため,異 なる

分野の複数教員,国 内外の研究者そして生産現

場を熟知した技術員アドバイザーなど所属研究

室以外のスタッフからも指導が受けられるサポート

体制をとっている。特に国際的にも通用する高い

研究能力を滴養させるため,本 拠点では博十課

程大学院生の教育に海外アドバイザー制度を設

けている。これは博 士課程大学院の研究活動に

対して指導教員のほかに関連する海外研究者か

らも評価・指導してもらうもので,当 該学生には海

外アドバイザーへの研究進捗報告が課される。こ

れにより,自身の研 究改善だけでなく,海外アドバ

イザーとの質問 ・回答や意見のや り取りを通して,

英語コミュニケーション能力の向上を図り,国際的

に活躍できる優れた研究者の育成を目指す。

平成20年 度および21年 度 における海外アド

バイザーは表1の とおりである。

海外アドバイザー制度に対して博 士課程大学

院生からは表2に 示すような評価が得られている。

いずれも本制度により研究分野の視野が広がるこ

とや,国 際的な研 究交流の足掛かりになるなど,

本制度の有効性を評価する意見がほとんどで,

高い教育効果が得られた。

⑤GCOE公 聴会制度

DC3年 生には異分野の複数教員や国内外の

アドバイザーらを招いたGCOE公 聴会で 自身の

博 上論文研究内容を発表することが課されている。

これは,国 内外のさまざまな研究者から英語によ

る質疑を受け,これに対して回答するもので,デ ィ

ベート能力を高める目的がある。海外アドバイザ

ーにもこの公聴会 に出席 してもらい忌憧のない意

見を述べてもらう場となっている。DC大 学院学生

にとっては自身の研究内容を整理し問題点を洗

い出す良い機会 になっており,GCOE公 聴会で

得られた意見を集約 し,博 上論文の最終審査ま

でに問題点を改善することができる。

平成20年 度および21年 度におけるGCOE公

聴会の開催概要を表3お よび表4に 示した。

⑥特別講義

在籍する大学院生,博 士研究員を対象として

特別講義を表5の 通り実施した。講師には本プロ

ジェクトに関連の深い海外アドバイザーを初めと

する海外の研 究者を選定 ・招聰 し,その研究内容

を紹介 した。本講義は先端的研究内容の理解とと

もに,質 疑応答 による受講生の英語力のチェック

も兼ねている。

具体的な実施内容は以下の通りであり,平成

20年 度はのべ4コ マ,平 成21年 度はのべ3コ マ

の講:義を実施した。

講義内容がきわめて多岐にわたっているが,す

べての講義に共通するキーワードは「養殖」である。

養殖に関連する基礎的な内容から始まり,国外の

情勢,あ るいはプロジェクトのメインテーマである

マグロ養殖に関する内容まで幅広い内容が受講

者に紹介された。同じような技術であっても地理

的 ・経済的事情によりその利用方法は異なること,

また,そ れぞれの国々において日本と全く異なる

考え方で対応していることが受講者に理解された

と思われる。

とかく日々の研 究に没頭するあまり,自らの研

究には秀でるものの,世 界をみすえる広い視野は

なかなか得ることが難しい。このような状況にあっ

て,本 特別講義は受講者の科学的な視野のみな

らず,世 界的な視野を広げる上で,人 きな教育的

効果があると考えられる。
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表1.海 外 アドバイザ ー …覧

年度
博士課程
学生

所属研究室 研究課題
海外アド
バイザー

アドバイザー

所属機関

20年 度 田村優 美

子

農学部 水産学科 漁

業生産システム研究

室

クロマグロの遊泳能力に関

する研究

Prof

Mathias

Paschcn

UniversityofRostock,

ドイ ツ

20年 度 久保敏彦 水産研究所(農 学部

水産学 科水産増 殖

学研究室)

体温情報による養殖クロマ

グロの遊泳・消化に関する

研究

DrDaniel

Margulies

lATTC

(全 米熱帯まぐろ類委員会).

アメリカ

20年 度 キム ・ヤン

スウ

水産研究所(農 学部

水産 学科水産 増殖

学研究室)

交雑魚マダイ×チダイの生

物および栄養学的研究

鄭 寛植
教授

全南大学校,

韓国

20年 度 Bis圃it

Kumar

Biswas

水産研究所(農 学部

水産 学科水産 増殖

学研究室)

Establishmentoffbrmulated

dietforrearingjuvenile

pacificbluefintuna.

η7〃 朋z∬o〃8〃10〃3

池 承哲

研究員

水産科学院,

韓国

21年 度 名 占屋博

之

農学部水産学科水
産増殖学研究室

アマゴの育種方法の改良と

その応用に関する研究

郭金泉教

授

国立台湾海洋大学,台 湾

21年 度 菅原和宏 水産研究所(農 学部
水 産学科水産 増殖

学研究室)

アユ冷 水病 に対する加温

処理の治療効果と抗病性

獲得飼育技術の開発

Dr.

Jean-franc

ois

Bernardet

フランス国立農業研 究機構,

フランス

21年 度 福 田漠生 農 学部水産 学科漁

業生産システム研究

室

クロマグロの群行動の発達

過程とそのメカニズムに関

する研究

DLDaniel

Priour

IFREMERフ ランス国立海洋

研 究所,フ ランス

表2.海 外アドバイザー制度に対する評価

自身の研 究を当該 分野 の第 一一・線で活躍す る研

究者と意見交換する機会を得た事は,私 の今後

の研究生活 にとって大きなアドバンテージになる

と考えている。

海外で優れた研究を行っている研究者からアド
バイスを受 け,自 分 の研 究を進 める上で 貴重な

助言を得られる。また,海 外の研究者と関係を結

ぶことができ,海 外研 究者との交流 の足がかりと

なる。

海外アドバイザーか らのコメントにより,より幅 広

く,深 く考える機 会が得 られ,完 成度の高い論文

が できる。

海外アドバイザーと様 々な情報 交換 をしたことは

有益でした。

海外アドバイザー制度は学外の研究者に有意

義 なコメントを頂 く良い機 会だった。同時 に,近

畿大学グローバルCOEの 取り組みや研究成果

を海 外 の研 究者 に知 ってもらうチャンスでもあ

る 。

自分と異なる分野の方の意見を伺うことができ,

勉強 になりました。これから,自 分の知見を広 げ

るためにも,よ い刺激 になったと感 じています。

GCOEと いう事か ら,ネ イティブな研 究者からの

客観的な意見や批評を受ける点は非常に重要

であると思いました。

表3.平 成20年 度COE公 聴 会 発表 演題 一一覧

開催 日:平成20年11月28日

場所:近 畿大学農学部304教 室

発表時間20分,質 疑応答10分

発表者 発表演題
担当

座長

海外アドバ

イザー

田村 Morphologicalfヒature 高木 Prof

優美子 functionsofbluefintu
カ Mathias

漁業生産シ changewithgrowth
准教授

Paschen,

ス研 Univ.of

Rostock,

ドイツ

久保敏彦 Analysesof 坂本 DrDaniel

水産 digestiveprocess 百 Margulies

研究所 andswimming

behaviorbasedon

一

教授 IATTC,

thebody アメリカ

temperaturechange

ofcaptiveblue負n

tuna.

キム ・ヤン ス 交雑魚マダイ・チダ 滝井 鄭寛植教
ウ イの生物および栄 健 二 授全南大
水産 養学的研究 教授 学校,韓 国
研究所
Bisw句it Estabhshmentof 滝井 池承哲
Kumar fbrmulateddietfbr 健 二 研究員
Biswas

水 産

rearingjuvenile

pacificbluefintuna,
教授 水産科学

研究所 τ乃〃〃〃〃30〃8〃101'5 院,韓 国

田中大介 ドジョウ胞胚細胞並 太田
生物研 びに体細胞の核移 博 巳 一

植に関する研究 教授

道原成和 破骨細胞分化抑制 河村
応用細胞生 機能物質による養 幸雄
物学研 殖魚類の骨代謝改 教授

一

善の可能性につい

て
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表4.平 成21年 度COE公 聴 会 発表 演題 一覧

開催 日:平成21年12月12日

場所:近 畿大学農学部201教 室

発表時間30分,質 疑応答30分

発表者 発表演題
担当

座長

名占屋 Ccllcngineering 太田

博之 researchand 博巳

増殖研 brccdinginamago 教授
salmon

菅原 Warmedwater 江 口

和宏 treatmenton 充

水族 bacterial
教授

環境研
cold-waterdiscase
■

mayu

福田 Dcvelopmenta1 高木

漠生 processandits 力

漁業 mechanisrnofthc
准教授

生産
schooling

behaviorinPaciflc
シス研

blucllntuna

海 外 ア ドバ

イザ ー

郭 金 泉 教 授.

国 立 台 湾 海

洋 大 学

Dr

Jean-i廿ancois

Bernardct.

仏 国 立農 業

研 究 機 構

DrDaniel

PriourI

イム国 立 海 洋

研 究 所

⑦英会話・科学英語教育

在籍する大学院生,博 士研究員を対象として

英会話教室及びScienti伽EnglishWritingの ク

ラスを実施し,現 在も継続 中である。これらの受

講生は 日本の教育体制により「読む・書く」につ

いては最低限の能力を有しているものの,「聞

く・話す」という基本的コミュニケーション手段とし

て必須な能力については個人差がきわめて大

きい。本プロジェクトの英会話 ・科学英語教室は

この能力の差を補い,あ るいは能力をさらに伸

ばすことを目的として実施されている。これにより,

これら若手研 究者の将来において,国 際学会に

おけるプレゼンテーションやコミュニケーション

能力の向L,あ るいは国際プロジェクトの推進

において大きな成果をあげられることが期待さ

れている。通常の英会話教室と大きく異なる点

は,科 学英語の作成術 に関する教育も英語で

行われている点である。

現在までの実施状況は以下の通りである。なお,

実 施 にあたっては 英 会 話 スクー ル 人 手 の

表5特 別講義実施実績

日時 講師 講義名

平成20年 マチアス パ ッ 水産科学の基礎

11/28(金) シェン教授 的なしくみ

9時 一10時 ドイツ・ロストッ

30分 ク大学

平成20年
、

ダニエル マー 全米熱帯鮪類委

11/28(金) グリー ズ研 究員 員会アチョチネス

1011与40分 一
アメリカ・全 米熱

研究所により実施

12時10分
帯鮪類委員会

された養殖関連

ベ ー ロン シ ョリ 調査と研究

一主任研究員

アメリカ・全米熱

帯鮪類委員会,

アチョチ ネス研

究所

平成20年 池 承哲研究 韓国の外海養殖
11/29(-L) 員 現況と開発方向

9時 一10時 韓国 ・水産科

30分 学院

平成20 鄭 寛植教授 新環境有機養殖
11/29(士) 韓国・全南大 について

10時40分 一 学校
12時10分

(表5続 き)
'F成21年 Gwo,J-C. Secretsbehind

12川(金) (郭 金泉) Formosa

13時 一 台湾 ・国立海 landlockedsalmon

14時30分 洋大学

平成21年 DrDanie1 Modelingof

12川(金) Priour nettingsfbrgears

14時40分 一 フランス・国 立 selectivityand

16時10分 海洋研究所 fUelsavingin

fisheries

H21年 Dr. Flavobacterium:

12/ll(金) Jean-f卜ancois 倉omfishto

16時20分 一
Bernardet genomes

17時50分
フランス・国 立

農 業研 究機構

(株)ジ オスに依 頼 している。クラスはなるべく少

人数 とするため,1ク ラスあたり9名 を限度 とし,

開 講 前に講師 よるインタビューを行 って語 学 力

に応 じた編 成 とした。

平成20年 度

・農学研究科
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2クラス編 成(上 級7名,中 級5名),2時 間/週,

15週 実施(合 計30時 間)

・水産研 究所

4ク ラス編 成(ラ イティング&文 法 クラス(2時

間)4名,コ ミュニケー ション1(1時 間)6名,コ ミ

ュニケーションH(1時 間)5名,コ ミュニケーショ

ン㎜(1時 間)3・名),15週 実施(各 クラス合計15

～30時 間)

平成21年 度

・農学研 究 科

2クラス編 成(上 級9名,中 級6名)4時 間/週,

20週 実施(予 定含 む,・合計80時 間)

・水産研 究所

4ク ラス編 成(ラ イティング&文 法 クラス(2時

間)8名,コ ミュニケーション1(1時 間)7名,コ ミ

ュニケーションrl(1時 間)5名,コ ミュニケー ショ

ン皿(1時 間)3名),20週 実施(各 クラス合計20

～40時 間)

受講者の受講 目的は大きく2つに分かれる。

ひとつは,一 般的な 日常英会話の習得である。

これについては研究室に外国人留学生が増え

た関係で大学院生が英語に接する機会は増え

たものの,どうしても細かい点を軽視する傾 向が

あり,基礎から正確な英語を身につける手段とし

ては不十分である。この点において,派 遣講獅

は英会話教育技術 に長けており,少人数クラス

の効果もあいまって大学で実施されている英会

話講義よりも大きな成果をあげている。英会話の

実施以降,ご く自然に外国人に接することがで

きる大学院生が増えており,同時に国際学会 ・

シンポジウムへの参加回数も伸びていることから,

英会話教室の実施は一定の教育効果を上げて

いると考えられる。科学英語文の作成について

も,科 学論文を書く際の基本的な書き方を学ぶ

ことができていることが,受 講者への授業アンケ

ートの結果からも伺える
。

⑧ 国 際 学 会 で の 発 表 奨 励

国 際 的 に 通 用 す る若 手 研 究 者 を育 成 す るた

め,本GCOEプ ロ グラムで は 学 会 出 張 の 全 面 的

な 経 済 的 サ ポ ー トを実 施 し,若 手 研 究 者 の 国 際

学 会 で の 発 表 を奨 励 してい る。

国 際 学 会 として,2009年1.月26～27日 に 松

山 市 の 愛 媛 大 学 で 共 催 した近 畿 大 学 ・愛 媛 大

学 グロー バ ルCOEジ ョイントフォー ラム2008・ 第

21口1「Aquaculturesciencemeetsenvironmental

science」 に お い て,DC学 生1名 お よびPD2名

が 口頭 発 表 を行 った 。50名 以 上 が 参 加 し,活 発

な 議 論 が な され た。

2009年3.月5～6日 に 台 湾 ・基 隆 市 の 台 湾 国

立 海 洋 大 学 で 共 催 した 第3回 「NationalTaiwan

OceanUniversityandJapanKinkiUniversity

StudentsAquacultureandFisheriesScience

Symposium-1」 は 近 畿 大 学 お よび 国 立 台 湾 海 洋

大 学 の 学 生 が 主 体 となって企 画 ・運 営 し,DC学

生2名 が 口頭 発 表 した。DC学 生 に は 国 際 学 会

を企 画 ・運 営 す るとい う貴 重 な 経 験 とな った。

2009年3月ll～14日 に は,マ レー シア ・コタ

キナ バ ル 市 ・国 立 サ バ 大 学 に お い て 第4回

「AnnualSeminarofMarineScience&

AquacultureMarineEcosystemsand

AquaculturePracticesinaChangingClimate」 を

共 催 し,DC学 生3名 お よびPD2名 が 口頭 発 表

を行 った。2009・ 年5月31日 ～6月5日 にオ ー

ス トラリア(パ ー ス)で 開 催 され た第8回 インド太

平 洋 魚 類 国 際 会 議(8thIndo-PacincFish
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Con角rence)に はPDI名 が 参 加 して 口頭 発 表 し

た。

2009年ll月30口 ～12月2日 に はオ ー スト

ラリア ・アデ レー ドのSouthAustraliaResearch

andDevelopmentInstitute(SARDI)で 近 畿 大 学

グロー バ ルCOE第2回 シン ポ ジウム として

「SustainableAquacultureoftheBlueflnand

Yellowfintuna-ClosingtheLifbCyclefbr

Commercia1Production」 を 開 催 し,PDが1名 ず

つ 口頭 発 表 お よび ポ スター 発 表 を行 った 。

以 上 の ように,グ ロー バ ルCOEプ ロ グラムが

DC学 生 やPDに 国 際 学 会 の 運 営 を含 む 数 多 く

の 発 表 の 機 会 を提 供 し,海 外 の研 究 者 との 交 流

を通 して 貴 重 な 経 験 と教 育 が なされ た と確 信 し

て い る。

⑨海 外 での共 同研 究 実施

国 際学会 以外 の海 外での活動 状 況 として,

DC院 生のべ6名 が近 畿大 学 ・サバ 大学(マ レー

シア)養 殖 研 究開発 センター に数 カ月 に亘り滞

在 して共 同研 究を実施 した。日本 国 内で は生息

していない魚種 で東 南アジアでの重 要な養殖

対象魚 であるTigergrouper,Giantgroupe聡

Bagridcat∬sh,Marblegobyな どを供 試魚 として,

成 熟 ・採卵,仔 魚飼 育,DNA解 析 用サ ンプル の

収 集など,実 川 的な研 究を行 っている。

⑩サイエンス・カフェ(魚ラボ×カフェ)

サイエンス・カフェは,科 学技術の分野で従来

から行われている講演会,シ ンポジウムとは異な

り,科学の専門家と一般の人々が,カ フェなどの

比較的小規模な場所で科学について気軽 に語

り合う場をつくろうという試みである。 一般市民と

14

科学者,研 究者を繁ぎ,科 学の社会的な理解を

深める新しいコミュニケーションの手法として,世

界で注 目されている。本教育研 究拠点において

も,アウトリーチ活動の 環 として,若 手研究者

が 自主的に企画運営を行い,これまでに5回 の

サイエンス・カフェ行ってきた(詳 しい開催内容

については,シ ンポジウムの項を参照)。

サイエンス・カフェでは,聴 衆は専門知識を持

たない 一般 の人に,自 身の研 究分野について

わかりやすく説明することは,養 殖現場において

活躍する研 究者にとっても必要不 可欠なスキル

である。これは一朝 汐 にできるものではなく,

経験を積 むことが重要である。サイエンス・カフ

ェでは,研 究者では考えつかない質問が多く寄

せ られる。この質問へ対応も研 究者の即応力を

養うものである。研究はその成果が社会に理解

されてこそ,そ の存在が価値ある物となる。その

ためには,自 身の研究成果を研 究者だけでは

なく,専門知識を持たない人にも伝える能力が

必要である。サイエンス・カフェは,若 手研究者

が,社 会へのコミュニケーション能力を養うため

に非常に効果的な機会になっている。

以L述 べてきたように,本 教 育研 究拠 点で は,

様 々な教 育プログラムを実施 することで,学 問レ

ベル が高 く尚且 つ現場 に役 立っ 養殖 科学 の大

学院 教 育を可 能 にしている。いず れの教 育プ ロ

グラムにお いても,常 にPlan/Do/Check/Actionと

いったPDCAサ イクル を意識 し,独 善的 になるこ

となく,教 育 効果 の高い 大学 院教 育を実 践して

いる。



(2)GCOEセ ミナー

本セミナーは研 究成果の中間報告を兼ねたプ

レゼンテーションの場を提供するものである。出席

者は博士後期課程の大学院生のみでなく,博士

前期課程の大学院生および博 士研究員も含まれ

る。

過去2年 間において実施したGCOEセ ミナーの

内容は次の通りである。

平成21年 度 発表回数:DC8回

平成22年 度 発表回数:DCl6回,PDI6回

実施方法としては,事 前に要旨をメーリングリス

トによって配信し,各 自はそれを印刷して発表会

場に持参する。発表言語は日本語または英語で

あるが,パ ワーポイントはすべて英語で作成する。

約30分 間の発表ののち,質 疑応答を行う。発表

会の終了後 には,各 参加者はメーリングリストを通

じて質問を行う。この方式は,質 問内容が全員の

目に触れることになるため,熟 慮を重ねた回答を

導き出す機 会を与えることを目的としている。また,

それぞれの質問に対して発表者は1週 間以内に

回答内容をまとめ,文 書としてメーリングリストで配

信する。

聴講者の大多数が発表者の専門分野とは異な

る分野に属する研究者であることが,本 セミナー

の最大の特徴である。この特徴を活かし,発 表者

は専門知識の乏しい聴 講者に対してもわかりやす

い発表を行うことが要求される。そのためには,そ

の研究の歴史や背景を理解するとともに,方 法論

においても基礎的な原理からの理解が要求され

る。これらは専門家が集る通常の学会発表などで

は見過ごされがちな面であるが,将 来的に障害が

生じた際の対応や,新 しく方法論を発展させてい

く際に有効な知識となると思われる。

また,発 表者 は多岐にわたる質問内容に対し

て回答内容を文章にしなければならない。口頭発

表の質疑応答では明確に思われる応答内容であ

っても,文 章にするためにはより明確な説 明がな

されなければならない。この努力を行うことで発表

者の理解が深まるとともに,異 なる分野の違った

角度から見ることによる思いがけない発見が得ら

れることが期待されている。

なお,聴 講者にとってもほぼ同じことが言えるが,

異分野の知識を得られる本セミナーは,自 己の視

野を広げるためにきわめて有意義な存在であり,

これをきっかけとして異分野を横断する共同研究

の開始点ともなっている。

各セミナーの発表者、発表題 目は下記の通り

である。

① 平 成20年 度

10月22日

BISWAJITKUMARBISWAS(DC3)VitaminC

requirementinjuvenilePacificblueflnTuna

Z乃z〃7〃〃∫or1θ1710〃5

10月22日

YANG-SUKIM(DC3)DietaryUseofSoybean

MealandPhytasefbrDesirableAquacultureFish,

HybridFl(FemaleRedSeaBream×MaleBlack

SeaBream),inKorea

lO月22日

AMALBISWAS(教 員)Ef驚ctofnshmeal

replacementbysoybeanmealonthegrowth

perfbrmanceofjuvenilePaciflcblueflntuna,

7乃 〃η1η〃50〃eη10〃3

12.月25日
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久 保 敏 彦(DC3)体 温 情 報 に よる養 殖 クロマ グ

ロの 遊 泳 ・消 化 に 関 す る研 究

1月31日

YANG-SUKIM(DC3)交 雑 魚 マ クロダイ×クロ

ダイの 生 物 お よび 栄 養 学 的 研 究(Biologicaland

nutritionalstudiesonhybridbetweenredsea

breamandblackseabream)

1.月31日

BISWAJITKUMARBISWAS(DC3)

Establishmentoffbrmulateddietfbrrearing

juvenilebluefintuna,肪 〃朋 〃80r1θη10〃8(ク ロマ

グ ロ稚 魚 川 配 合飼 料 の 開 発)

1月31日

久 保 敏 彦(DC3)体 温 情 報 に よる養 殖 クロマ

グ ロの遊 泳 ・消 化 に関 す る研 究

3月11日

YANG-SUKIM(DC3)Dietary∬slhmeal

replacementbysoybeanmealandsuitablephytase

supplementationfbrhybridFlofredseabream×

blackseabream

3.月11日

BISWAJlTKUMARBISWAS(DC3)

Establishmentoffbrmulateddietfbrrearing

juvenilebluefintuna,助z〃7ηzム ∫o〃θη10〃8

②平成21年 度

5月27日

松本太朗(PD)ク ロマグロの光感覚特性の解

明

6.月3日

谷 口亮人(PD)海 洋の物質循環を駆動する細

菌鍵種の時空間変動 に関する分子生態学的研

究

6月10日

横井謙 一(PD)ア ユ精子の凍結保存耐性 に

関 す る研 究

6月17日

永 田恵 里 奈(PD)天 然 水 域 に お けるアユ の 冷

水 病 菌 の動 態Thedistributionofayutypeof

Flavobacteriumpsychrophiluminthenaturalwater

envlronmen

6月22日

家 戸 敬 太 郎(教 員)EUに お ける大 西 洋 クロマ

グロ種 苗 生 産 研 究 の現 状 と,海 産 魚 の

種 苗 生 産 施 設 紹 介(lntroductionofresearchon

Atlanticblueflntunaseedlingproductionand

seedlingproductionfacilitiesofmarinefishinEU)

6.月24日

安 田1也(PD)水 産 増 養 殖 に お けるバ イオ ロ

ギ ング研 究 動 物 搭 載 型 加 速 度 計 を用 い た養 殖

魚 の エ ネル ギー 消 費 量 推 定

6月29日

中 川 至 純(教 員)オ ー ストラリア に お けるミナ ミ

マ グロ種 苗 生 産 の紹 介

7月1日

米 山 和 良(PD)魚 の 行 動 に影 響 を一与える環 境

要 因 の 評 価

7月6日

久 保 敏 彦(PD)体 温 情 報 に よる養 殖 クロマグ

ロの 遊 泳 ・消 化 に 関 す る研 究

7月8日

RoyBimolChandra(PD)Structuraland

ultrastructuralchangesofPaciflcblueflntuna

(7ア7〃η17〃30r1θ171011∫)muscleslicesduring

refhgeratedstorage

7月13日

ChingFuiFui(DC1)Effbctsofdelayedflrst

琵edingfbrthreeimportantcatfishesinSoutheast

Asia

7月15日
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原 田 幸 子(PD)地 域 資 源 を利 用 した 漁 村 振 興

に関 す る研 究

7月20日

SharifahRahmahSyedMuhammad(DCI)

Effbctsoffヨshmealreplacementwithsoybeanmeal

onproteindigestibilityofjuvenilebagridcatfish,

雌81〃Mθ 〃2〃欄

7月22日

HanSungHee(PD)Preparationofcollagenand

collagenpeptides倉ombluefintunaskin(boneand

scale)andtheiractiononstressedHepG2cell

7月29日

SebastianSchreier(PD)FromLNGsloshingto

fishinggear

8月5日

名 古 屋 博 之(DC3)細 胞 工 学 的 手 法 を用 い た

アマ ゴの 品 種 改 良

8.月10日

FranciscodelaS.Sabate(PD)Observationson

thebehavioraldevelopmentofPaciflcblueflntuna

7乃〃朋 〃80r1θη1011∫

8月17日

津 田裕 一(PD)デ ー タロガ ー を使 った魚 類 の

行 動 研 究

9.月16日

田 村 優 美 子(DC3)バ イ オメカニ クス的 アプ ロ

ー チ によるクロマ グロの 遊 泳 能 力 に 関 す る研 究

(Biomechanicalapproachtoswimmingabilityof

bluefintuna)

10月1日

YANG-SUKIM(PD)"大 豆 粕 飼 料 へ の ブイタ

ー ゼ 添 加 とマダ イ?× クロダ イ♂の 成 長(Ef驚ctof

phytasesupplementationinsoybeanmealdieton

thegrowthperfbrmanceofredseabream(?)x

blackseabream(♂)")

10月5日

白樫 正(PD)日 本 に 侵 入 した 単 生 類 寄 生 虫

に よるヒラメ天 然 資 源 へ の影 響

10月7日

菅 原 和 宏(DC3)ア ユ 冷 水 病 に対 す る加 温 処

理 の 治 療 効 果

10月14日

福 田漠 生(DC3)ク ロマ グ ロの魚 群 行 動 の発 達

過 程 に 関 す る研 究(Studyonthedevelopmental

processoftheschoolingbehaviorofbluefintuna)

10月21日

西 田 剛(DC2)数 種 海 産 仔 稚 魚 にお ける海

水 由 来 塩 類 の 要 求 性 に 関す る研 究

(Requirementsofelements倉omseawateronsome

marinefishlarvae)

10月28日

KohIvanChongChu(DCl)Thedevelopment

oftechniquesfbrcrossbreedingofgroupers

11月2日

HaHouChew(DCI)MitochondrialDNA

analysisofmarblegoby,0剛 θ1θ01r∫8アηor切07α1〃8

dtrainsfbraquacultureproductioninSoutheast

Asia

11.月4日

MokWenJye(DCl)HEAVYmetalsand

malachitegreenlevelsonaquacultureseafbodin

Malaysia

11.月12日

YANG-SUKIM(PD)新 養 殖 魚 種 マ ダ イ9× ク

ロダ イ♂;Flの タンパ ク質 要 求 量 と大 豆 粕 の利 用

性(Soybeanmealutilityandproteinrequirement

ofnewaquaculturespeciesFl,redseabream(?)x

blackseabream(♂))

11月18日

横 田 幸宏(DCI)培 養 細 胞HepG2とCaco-2

細 胞 に対 す る食 品 成 分 の リポ タンパ ク質 分 泌 に 対

す る影 響
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11月25日

國 宗 義 雄(DCl)琵 琶 湖 の 固 有 亜 種 ニ ゴ ロ ブ

ナCarassiusauratusgrandoculis、 固 有 種 ゲ ン ゴ ロ

ウ ブ ナCarassiuscuvieriの 行 動 生 態 研 究

12月1日

YASUOAGAWA(PD)IntroductilDnofselective

breedingofPacificblueflntunaanditsmolecular

biologicalapProaches

12.月1日

WATARUSAKAMOTO(教 員)Enhancement

ofsurvivalrateofPacificbluefintunalarvaeby

nowcontrolinrearingtanks

12.月1日

AMALBISWAS(教 員)Towardsllhe

establishmentoffbrmulateddietsfbrPaciflc

bluefintuna(7フ ㌃z〃7η〃∫071(η710〃 、∫)

12月1日

BIMOLC.ROY(PD)Comparisolloflipidand

fヨttyacidcompositionsindiffbrentfleshcutsof

farmedfbd,f合rmedfastandwildPa()iflcbluefln

tuna(7乃z4η η〃80〃 θη101/8)

12月1日

MINORUTADA(教 員)Trendoftunacatch,

regulationandthepriceintheJapanesemarket

12月1日

BISWAJITK.BISWAS(PD)Useofdiffbrent

typesofsoybeanmealasalternativeprotein

sourcesfbrjuvenilePacificblueflntuna,助z4η ηz15・

or1(2η1o〃 ∫

12.月2日

永 松 公 明(DCI)養 殖 生 實 を 対 象 と した 最 適

生 産 シ ス テ ム に 関 す る 研 究 一 浮 沈 式 養 殖 生 實

の 最 適 設 計 一

12月9日

田 中 照 佳(DCI)骨 粗 罧 症 モ デ ル マ ウ ス の 骨

吸 収 に 及 ぼ す クズ 蔓 抽 出 物 の 作 用 と骨 動 態 の 解

析(E価ctofkudzu(P〃 θ7αr∫α10伽 のvineethanol

extractiononboneresorptionandbonetissuein

osteoporosismodelmice)

12月16日

黒 川 優r-(DCI)魚 類 の ふ 化 後 の 成 育 に とも

な る 消 化 酵 素 活 性 の 変 化 、お よ び 仔 稚 魚 期 に お

け る 消 化 酵 素 活 性 の 日 内 変 動(Developmentof

digestiveenzymeactivityoflarvalandjuvenile

stagesoffishafterhatchinganddiurnalvariation

ofdigestiveenzymeactivitiesinearlystagesof

盒sh.)

12月22日

中 島 秀 司(DCI)魚 類 未 利 用 部 の トラ ン ス グ ル

タ ミナ ー ゼ の 研 究(Studiesontransglutaminasein

unusedpartsoffishes.)

③GCOEセ ミナー実施 による教育効果

聴講者の大多数は発表者の専門分野とは異な

る分野に属する研究者であり,このことが本セミナ

ーの最大の特徴である
。異分野の研 究者に対し

て研究内容をよりよく理解してもらうため,発 表者

は当該分野の専門知識の乏しい聴講者に対して,

通常の学会発表とは異なるわかりやすい発表を

行うことが要求される。そのためには,そ の研究の

歴 史や背景を理解するとともに,方 法論において

も基礎的な原理からの理解が必要となる。これら

は分野の専門家が集まる通常の学会では見過ご

されがちな面であるが,将 来的に障害が生じた際

の対応や,新 しい方法論を発展させていくLで 有

効な知識となると思われる。

また,発 表者 は多岐にわたる質問内容に対し

て回答 内容を文章にしなければならない。口頭発

表の質疑応答では明確な印象を受ける応答内容

であっても,文 章にするにはより合理的な説明が

なされなけれならない。ここにも,よりわかりやすい
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説明をするための知識と理解が要求される。これ

らの行為を通じて発表者の研 究内容に対する理

解が深まるとともに,違 った角度からの発想による

思いがけない発見が得られることが期待されてい

る。

なお,聴 講者にとってもほぼ同じことが言える。

異分野の知識を得られる本セミナーは,自 己の視

野を広げるためにきわめて有意義な存在であり,

これをきっかけとして異分野を横断する共 同研究

の開始点ともなっている。
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(3)若 手研究者自発的研究活動の支援

① 平成20年 度

DC学 生,PD研 究者が 自己の発想で研究を企

画し,研究マネージメントにも精通させることを目

的として、萌芽研究支援のための予算枠を設けて

研究課題を募集 したところ5件 の応募があった。

本年度は事業開始年度に当たり、研究課題の発

掘を目的として全課題を採択することとした。

採択された若 手研究者の氏名 、研究題名は以

下のとおりである。

1)松 本太朗(PD):ク ロマグロの光感覚粋性の解

明の検討

2)横 井謙 一(PD):ウナギ精子の質的評価 方法

の開発と精子の 質が受精成績 に及ぼす影響

3)道 原成和(DC3):自 作抗体による魚類の骨な

らびにコラ ゲンの代謝分解挙動の解析法

の開発

4)菅 原和宏(DC3):種 々の温度で培養した冷水

病菌の生理特性およびアユへの病原性

5)名 古、屋博之(DC2):X線 照射を用いた魚類不

妊化方法の開発

② 平成21年 度

今年度は応募総数29件 の内から以 下の13件

を採択した。採択された若 手研 究者の氏名、研究

題名は以一ドのとおりである。

1)津 田裕 一(PD):クロマグロの生篭網視認距離

と濁りに対する応答行動の解

2)松 本太朗(PD):ク ロマグロの衝突死に関する

光感覚特性の解明

3)谷 口亮人(PD):養 殖場環境を健全に維持す

る鍵 を握 る微 生 物 群 の 多 様 性 解 析

4)米 山 和 良(PD):消 費 エ ネル ギ ー を基 軸 とした

養 殖 クロマ グ ロの行 動 解 析

5)ロ イ・ビモ ル ・チ ャンドラ(PD):養 殖 クロマ グロ

の 異 なる部 位 に お ける筋 繊 維 型 の組 織 化 学

的 特 徴 とそ の 定 量 的 解

6)F.deIaS.Sabate(PD):Maximumsustainable

swimmingspeedsandoxygenconsumptionof

Pacificbluefintuna7乃z4η ηz430〃 θη1α115

juveniles

7)原 田 幸 子(PD):ク ロマ グロ養 殖 業 の 地 域 経 済

へ の貢 献 に 関 す る研 究 一 クロマ グロ産 業 集

積 が進 む 長 崎 県 五 島 を事 例 として一

8)白 樫IE(PD):ク ロマ グ ロ幼 魚 の 血 管 内 吸 虫

症 対 策 に 関 す る研 究

9)Sung-HeeHan(PD):Preparationofcollagen

andcollagenpeptidesf砧ombluefintunaskin

(boneandscale)andtheiractiononstressed

HepG2cell

lO)安 田 十 也(PD):加 速 度 デ ー タロガ ー を用 い

た 養 殖 魚 類 の エ ネル ギ ー 消 費 量 測 定 手法 の

開 発

ll)EmiliaSharifahNoor(DCl):Effbctive

utilizationofmicroalgaeinflshlarvae

production

12)MokWenJye(DC1):Investigationofheavy

metalandotherchemicalslevelsonimportant

aquacultureseafbodinMalaysia

l3)横 田 幸 宏(DC1):マ グ ロ内 臓 ・脳 由 来 リン脂

質 の 生 理 機 能 性 解 析

次 頁 以 降 に 平 成20年 度 、21年 度 の 全 採 択 課 題

の 研 究 結 果 報 告 を掲 載 す る。
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